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展示テーマの偏りをなくすこと

展示面積の半分程度が特定の展示

■利用者に伝えるべき情報（地名の由来，人々の暮らし

と文化といった人文や自然の脅威，公園利用のための

情報等）が不足していると思われる施設が多い

→施設理念も大切ではあるが，

利用者のニーズにあわせた展示であることは不可欠

ニーズの把握については

今後の課題としたい

不足している運営予算の改善

■職員が不足，老朽化した施設を改装できない，

新しい展示に更新できない，

多言語化などのインバウンド対応ができない…

といった課題→行政などのさらなる支援が必要

背景
■自然災害の頻発する日本では

自然災害の経験や教訓から得た知識である災害文化は
被災地住民だけでなく，すべての来訪者にとって
非常に価値ある情報である

■東日本大震災から８年が経過
災害伝承施設利用者の減少（岩手日報社 ）
語り部ガイド利用者の減少（時事通信社 ）

→ダークツーリズム，復興ツーリズムを通じた
伝承には継続上の課題がある

→復興など被災地の変化を考慮した
災害伝承方法の検討が必要（佐々木ら ）

→防災意識を高め，災害被害を低減するために
従来とは異なるアプローチによる
災害文化の伝承策も求められている

■自然とのふれあいや自然環境への関心も
防災意識の向上に寄与する（三好ら ）

そこで
保護地域のビジターセンター（ ）に注目

とは…
・自然と人文（災害文化を含む）の展示→関心向上
・自然とのふれあい体験の支援と誘導を実施

ところが
■国立公園の来訪者数に対する，日本の

国立公園のビジターセンター利用率は
％（平均約２％）→利用者数が少ない

→利用率向上により災害文化伝承の役割を強化できる
→そのためにどんな課題を解決しなければならないか？

目的
■ の利用率を向上し，

災害文化伝承の役割を強化するために
解決しなければならない課題について
明らかにすること

④三陸復興国立公園内ビジターセンターの利用促進策の提案

－災害文化の伝承による減災に向けて－
○佐々木啓，比屋根哲（岩手大学）

はじめに 結果と考察

研究方法

研究対象地
災害常襲地かつ保護地域→三陸復興国立公園の に設定
■三陸復興国立公園内 ７施設

所在地：種差海岸，北山崎，浄土ヶ浜，
碁石海岸，唐桑半島，南三陸，石巻

→ 利用率は ％で国内２位の利用率の高さ
□環境省東北地方環境事務所国立公園課
□環境省自然保護官事務所（八戸，宮古，大船渡）

調査方法
■調査期間： 年 月 月
■ヒヤリング調査：

施設の運営課題，災害文化の発信に対する施設の考え
■ 現地調査：展示内容


